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問い 

以下の文章をよく読み、横書き 400 字以上 600 字以内で、将来医療従事者となるあなた
．．．．．．．．．．．．．

の考えを論じ

なさい。 
 
平日の昼間。新宿から小田急線の各駅停車に乗っていて、車内はそこそこ空いていて、私はぼーっと座

席の端に座っていた。いくつめかの駅に停車したときのこと。 
 突然、「テツダッテください！」という声が聞こえてハッとしたら、ベビーカーを押した白人の女性が

電車を降りようとしているところだった。そっか、ベビーカーが重たいのかなと思って、席から立ちあが

って近くまで行ったらびっくり。 
 電車とホームの間には、かなりの隙間が空いていた。30 センチぐらいだったか、もっとあったかも。

普段は気にならないけれど、ベビーカーを押している彼女の横に立ったら、その隙間はあまりにも重大

事項だった。 
 うわー、これは１人じゃ怖いよーと思って一緒にベビーカーを持ったけれど、私はベビーカーの扱い

に慣れていないので、正直あんまり役に立たなかったと思う。咄嗟にできたのはちょっと手を添えたこ

とぐらい。それでも女性はニコッと笑ってくれた。 
 彼女の声に気付いた人は他にもいたと思うけれど、そのときに席を立ったのは私だけだった。なんと

なく、我関せずなムードが電車内に漂ってた。ああいうのはそのときどきに居合わせた人の運だと思う

けども、彼女が「手伝ってください」と声を上げたとき、中途半端な形だったにせよ手伝えてよかったな

と思った。 
 それから、日本人ってああやって自分から「助けて」「手伝って」って言うことがあまりないような気

がした。それはきっと、声を上げづらい雰囲気があるからなのだと思う。声を上げる人が少ないから、あ

あやって人が声を上げたときにパッと反応できる人が少ないんじゃないだろうか。 
 私には子どもがいなくて、子育て中の視点で日常を見ることがない。だから、あの駅で電車とホームの

隙間があんなに広いことにも今まで気付かなかった。ベビーカーを押して電車で乗り降りする人は見た

ことがあったけれど、そのときにヒヤッとする瞬間があることを実感として知らなかった。だから彼女

が「手伝って」と言ってくれてよかった。言われなかったら私は今もそれを知らなかったから。 
 
引用：小川たまか「手伝ってくださいと言われてよかったと思った話 2016 年 10 月 31 日」（『「ほとん

どない」ことにされている側から見た社会の話を。』タバブックス、2018 年 7 月） 
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